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研究情報の名称 バイオ人工肝臓のための、新規肝細胞株の創製 
概要  脳死者からの臓器提供が少なく、肝不全患者の救命のために人工肝臓の開発が求められてい
る。肝臓は多彩な機能を果たすため、人工肝臓では肝臓由来の細胞が利用されているが、能力に問題
がある。そこで高機能な肝細胞株を創製することで、人工肝臓の実現に貢献する。 
 「細胞」を用いることから、人工肝臓の性能は、（１）細胞の能力を十分に引き出す装置的工夫、（２）
高機能な「細胞」の確保、に依存している。これまでの人工肝臓の研究は、装置的な検討に重きが置
かれ、たとえば装置内に充填された肝細胞への酸素や栄養の供給といった観点からさまざまな工夫が
なされ、完成度の高いものとなっている。しかしながら、利用される「肝細胞」については、まだま
だ改善の余地が残されている。本研究では、高機能な肝細胞株を創製することで、人工肝臓の実現に
寄与するというものである。 
 具体的には、人工肝臓装置内部では、酸素供給が不足しがちで、そのためにせっかくの肝細胞が死
滅し、機能が低下する。そこで、酸素供給が滞っても死にがたい肝細胞株の樹立をめざした。 
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